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Physiological function of 4,4,4-trifluoro-3-(indole-3-)butyric acid (TFIBA),  
an indole derivative, on plant growth 
（植物の成長に対するインドール誘導体トリフルオロインドール酪酸
（TFIBA）の生理作用） 




本研究では，合成植物成長調節物質である 4,4,4-trifluoro-3-(indole-3-)butyric acid （トリフルオロインドール酪酸
（TFIBA））の生理作用機構の解明と農業生産への応用を目的として，（１）TFIBA 水溶液の安定性と溶剤の検討，
（２）イネ根伸長に対する TFIBA の作用機構と養分吸収に対する効果，（３）ハツカダイコンの胚軸肥大に対す




も有効な溶媒であったが，  DMSO の使用では効果の再現性などに若干問題があり，農業生産を視野に入れた場
合，TFIBA の調製は煩雑でも水で行った方が望ましいと結論された。  
（２）イネ根伸長に対する TFIBA の作用機構を解析するために，TFIBA 処理によるイネ根の形態変化を詳細に
調べた。TFIBA は細胞数を変化させず，根の先端部から伸長域にかけて細胞の縦軸伸長を促進し，その結果イネ































 以上，本研究は合成植物成長調節物質である TFIBA のイネ根伸長促進作用機構の一端を明らか
にすると共に，養分吸収に対する促進効果，ハツカダイコンの胚軸（可食部）肥大促進効果など
TFIBA が作物生産の向上に有用な物質であることを示したものであり，審査委員会は，本論文が
博士（農学）の学位に値すると判断した。 
